
神戸川の河川環境に関するアンケート調査結果（②神戸川漁協組合員）の概要　その４
＜アンケート結果＞

・「少なくなった」が52%で多い。

・下流域に比べ、上・中流域では「少なくなった」の割合が高い

　傾向にある。

・「少なくなった」のはいつ頃からかに対しては、意見が分かれ

　るが、中流域では他に比べて「10年以内」の割合が49％と高く、

　その中でも5年以内が25%、「20～30年以内」は低い。

＜自由回答の主な意見＞

・大雨の時土砂で埋まり、淵がなくなった。

・昔の様に大石を置いてほしい。瀬、淵を作ってほしい。

・川の水量が減り、中州が出来てヨシが茂り水の流れを悪くして

　いる。

・魚は瀬や淵、そして川岸にはヨシやヤナギの木等の隠れ場が

　必要。川鵜、サギが魚を取りやすい環境になっている。

＜アンケート結果＞

・「変化があった」が全体で73%と多く、その割合は、上流域の方

　が高くなる傾向にある。

・変化内容としては、「動物が少なくなった」が67%で多く、次い

　で「植物が多くなった」が20%と多い。

・「動物が少なくなった」のはいつ頃からかに対しては、意見が

　分かれる。

・特定の時期については、「一年中」が44%を占める。

・「植物が多くなった」のはいつ頃からかに対しては、意見が分

　かれるが、上流域では「10年～20年」が41％と高く、下流域で

　は10年以内が40％と高い。

・特定の時期については、「一年中」が46%を占める。

＜自由回答の主な意見＞

・上流部では川の中にヨシが多く生えていて川とは思えないような

　所がある。

・ヌートリアなど外来動物が多い。他カワウ、ダイサギなど。

・昔はウグイ、ハエ、淵にはエビ等もいたが最近はめっきり少な

（複数回答） 　くなった。

・ホタルが全くいなくなった。以前は両岸が明るくなるほどいた。

いつ頃からですか

いつ頃からですか 特定の時期はありますか（複数回答）

特定の時期はありますか（複数回答）

「②動物が少なくなった」を選択された方：

「①変化があった」を選択された方：どの様なことですか 「③植物が多くなった」を選択された方： 「③植物が多くなった」を選択された方：

7.動植物 動物や植物について変化はありますか 「②動物が少なくなった」を選択された方：

6.瀬・淵 瀬や淵の箇所に変化はありましたか 「①少なくなった」を選択された方：いつ頃からですか
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神戸川の河川環境に関するアンケート調査結果（②神戸川漁協組合員）の概要　その５
＜アンケート結果＞

（３種類まで） ・主に漁をされている魚介類は、「アユ」が38%、「ウナギ」が

　28%で多い。

・漁をされている場所については、「居住地の周辺」が58%で過半

　数を占める。

＜アンケート結果＞

（複数回答） ・「少なくなった」が72%で大部分を占める。

・地区別で比較すると、上流域の方が「少なくなった」の割合が高

　い傾向にある。

・少なくなったのはいつ頃からについては、意見が分かれている。

　下流では、「10年以内」が高くなっている。

・特定の時期はについては、「夏」と「一年中」が多い。

＜自由回答の主な意見＞

・少しずつ毎年減っている。

・魚類の衣食住となる淵、瀬、岩が無くなり魚体が小さくなった。

・小魚、雑魚を見なくなった。

＜アンケート結果＞

（複数回答） ・「少なくなった」が75%で大部分を占める。

・少なくなったのはいつ頃からについては、意見が分かれている。

　下流では、「10年以内」が46%と高くなっている。

・特定の時期については、「夏」と「一年中」が多く、同程度で

　ある。

＜自由回答の主な意見＞

・合流工事後、中流・下流共に川底が平に浅くなり魚の居り場を

　見なくなった。

・川石が汚れアユが食べるコケが生えないため、アユが生息しなく

　なったので早急に環境を良くしてもらいたい。

・アユ、ウナギ等放流した魚がほとんど取れない。ハエ、ウグイ

　も少なくなった。

神戸川の漁獲量はどうですか 「①少なくなった」を選択された方：いつ頃からですか 「①少なくなった」を選択された方：特定の時期はありますか

8.漁

魚介類等の種類に変化はありますか 「①少なくなった」を選択された方：いつ頃からですか 「①少なくなった」を選択された方：特定の時期はありますか

神戸川で主に漁をされている魚介類は何ですか 神戸川で主に漁をされている場所はどこですか

・「いつ頃から」については、10年単位でみると、全項目で意見が分かれている。
・「特定の時期」については、「一年中」、「夏」が多い。
・「漁業」では「住民」と比べ、「分からない」が少なくなり、地域的な差が小さくなっている。

＜全体総括＞
・「水量の減少」については、回答者の2/3が感じている。また、上流域にいくほど、その割合が高い。
・「にごり」・「水温の上昇」・「臭い」を感じているものは、回答者の約4割程度である。地域的な差はほとんどない。
・「川底の状況」については、回答者の2/3が変化を感じており、「石や砂の色」、「ぬめり」の意見が多い。
・「動植物」については、「動物（魚類・昆虫類等）の減少」、「植物の増加」が多い。
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